








各種ガイダンスや五月祭、駒場祭などに出展し、学内外へOEGsの理念や
活動を広く伝える活動を行っています。2024年度は、東京大学農学部
広報誌 『弥生』 にも掲載されました。

活動の発信
企業やプロジェクトとのコラボレーションにより、特定のテーマや課題を
深掘りし、協働と One Earth Guardians としての提案につなげます。
受講生のアイデアをもとにした製品や、映画プロジェクトとの連携など
多彩な活動が行われています。

コラボレーション企画コラボレーション企画
100年後の地球のために、いま皆さまと考えたいことをテーマに据え、
どなたでもご参加いただける公開シンポジウムを開催しています。

公開シンポジウム公開シンポジウム
2024年10月に開講した新講座。新しい共生
型産業の創出を目指して、社会人も参加し、
学生と共に学びます。 

LUCには「光」という意味があります。学外、学内の講師によるレクチャー
を受け、意見を交換することで、これまで見えていなかったこと・知らな
かったことに目を向け、考える「＝光をあてる」ための学びの場とします。

100年後のありたい姿やどんな地球に生きていたいかを思い描きながら、
学び、話し、考える One Earthology 協創の場。学生・教員・企業等など、
異なる背景を持つ参加者が同じテーブルにつき、多様な視点を交えて対話
するワークショップです。　 ２０２4年度は 「生命」 「虫」 の２テーマで開催

2024.4.3

春の経済学座談会

－経済学の眼鏡で世界を見れば－

2期生の宇都宮涼さんが発起人となり、

農業・資源経済学専攻の他のメンバーも

協力。経済学に馴染みの薄い他の受講生たちに経済学の基礎を解説

し、さまざまな課題をどのように扱うのかを考えながら議論した。

2024.5.29

OEGs Lightning Talk

修士1年以上の受講生が、自分の研究内容を2分でプレゼンする新企画。

それぞれの “科学者”

としての専門性や

バックグラウンドを

シェアして学び合った。

 

2024.5.22

0 to 1 Workshop：アート脳ワークショップ

感性をひらいて、アート脳をやわらかく鍛える

株式会社アサ代表の青柳美どり氏を講師に

迎え、アート作品鑑賞を通じて気づきを得て、

自己受容や他者理解を行う 「対話型鑑賞」

などを行った。 新たに受講生となった７期生

が参加。

 

2024.5.15

OEGsオリエンテーション2024

16名の7期生を新たに迎え、プログラムの説明や

セルフプレゼンテーションなどを行った。受講生と

教職員を合わせ約50名が参加。

2025.3.25

OEGs受講生 門出を祝う会

大学を巣立つ受講生6名の 「門出を祝う会」 を開催。

社会に出てもOEGsを志してほしいという思いを込め、

『Invitation to Resume the Course』 を渡した。 

2024.4.17

OEGs参画企業等の交流会・春

OEGs育成プログラムの理念に共鳴し、活動に

関わってくださっていた方々のつながりをさらに

豊かにすることを目指し、 関係者の交流会を開催

した。 30社を超える企業の方々や教職員など、

約60名が参加し、プログラムの活動紹介やパネル

ディスカッションなどを行った。

＊一般社団法人One Earth Guardiansオフィスとの共催

2024.11.8

OEGs参画企業等の交流会・秋

春に続いて交流会を開催。新らにOEGsを知っていただく場として、

初めてOEGsの企画に参加される方を含め30を超える企業や官公庁

の方々、教職員など約60名が参加しネットワーキングを行った。

＊一般社団法人One Earth Guardiansオフィスとの共催 

2024.8.24

OEGsアラムナイ交流会

大学を巣立った アラムナイと

在学中の受講生との交流会を初めて

開催。アラムナイからは近況や在学中

の思い出、受講生からは研究や取り

組んでいる活動などをそれぞれ紹介し、お互いの現在地や思いを

共有し合った。 

環境と調和し共生しながら、人々の多様なwell-beingを叶える

「共生型新産業」の創出に資する人材の育成を目指す新しい講座

が開始。共に受講する社会人と学生が交流し、産業界と研究の

現場につながるコミュニティとして育まれています。

2024-2025年度は今注目の集まる「微細藻類」をテーマに据え、

共生型新産業を構想するために必要となる多面的な視点と知的

基盤を、講義やフィールドワークを通じて身につけ

ながら、受講者自らが新たな産業につながる提案

を生み出していきます。

詳しくは、講座ウェブサイトをご覧ください。 

2024.12.9–10

フィールドワーク in 広島

微細藻類の産業利用を目指す

研究拠点「一般社団法人日本

微細藻類技術協会（IMAT）」

を訪問、培養設備や微細藻類

由来ジェット燃料生産の産業

化の説明を受けて見学した。

2024.10–2025.02 

講義（10回）

俯瞰的な視野と実行力

を育むための、産学界

の多彩な講師陣による

分野横断・双方向型の

講義を、2024年度は

全10回実施。

2024.12.16–18

ハンズオン実習

微細藻類の採集、観察、

分離、培養に加え、微細

藻類からの化合物の抽

出と分析の一連の手法

を実体験を通じて学ぶ

実習を行った。

2025.1.10

佐賀フィールドワーク in 佐賀

一般社団法人さが藻類バイオ

マス協議会を訪問し、清掃工場

で分離回収した二酸化炭素を

用いて微細藻類を培養し、植物

栽培や魚の養殖、商品に活用す

る地域産業の施設を見学した。

2025.2.13

ワークショップ

NPO 法人ミラツク代表理事/ 

株式会社エッセンス代表取締

役の西村勇哉氏を講師に迎

え、新たな産業化のアイデア

創発や提案に向け、テーマの

深掘りや言語化を行った。

2025.2.6

受講者・企業等の交流会

15企業が参加して講座

受講者と交流。受講者に

よるプレゼンや歓談を

通じてコミュニティ醸成

の機会となった。

共生型新産業創出コロキウム

2024.8.7

東京大学オープンキャンパス2024

講演・説明会企画 「農学の枠を超えていく 『地球医』 になろう！」

として、OEGs受講生たちが活動の様子を紹介。 

2024.5.10

農学部ガイダンス

 「農学フェア2024」

駒 場 キ ャ ン パ ス で

開催される1-2年生

向けの農学部ガイダンス

「農学フェア２０２４」に

てOEGsもブース出展。

2025.3.4

東京大学農学部創立150周年記念式典

創立150周年式典の懇談会・

祝賀会会場にて、農学部の

教育や研究の取り組みを紹介

するブースの一つとして出展。

寄付者、農学部に関連する

企業、名誉教授などの来賓に活動を紹介した。 

2024.5.18–19

第９７回 五月祭

OEGs受講生有志が展示企画「100年後の地球を考えよう」

を出展。プログラムの活動紹介や、これまでの活動の成果物

などを展示。 Good Life on Earth の紹介も行った。 

2024.9.30

広報誌『弥生』でプログラムを紹介

農学生命科学研究科・農学部の広報誌 『弥生』 No.79

の 「Yayoi Café」 コーナーにて、3ページにわたり

OEGs育成プログラムを紹介。さまざまなフィールドに

広がる実学研修のほか、新たに始まった

GLEや共生型新産業創出コロキウムを

例に、プログラムの対象やつながりが

広がっていることを紹介した。 

弥生 79 PDF

2024.6.3–5

シンガポール国立大学（NUS）との交流企画 

シンガポール国立大学 NUS College の

Global Experience Course の学生と

ともに、「Planetary Health」 をテーマと

する3日間のコラボレーションワークショップ

を開催。1日目は東京大学大学院農学生命科学

研 究 科 の 4 研 究 室 を 見 学 し 、 2 日 目 は

株式会社ちとせ研究所と株式会社島津製作所

Shimadzu Tokyo Innovation Plazaを

訪問、3日目にディスカッションと参加学生に

よるプレゼンを行った。 

2024.4.12-15

山形県大鳥地域でのマタギ同行体験（YOIHI PROJECTとの共同企画） 

YOIHI PROJECTの映画 『プロミスト・ランド』 の舞台と

なった山形県鶴岡市大鳥地域をOEGs受講生とGLE

プレイヤー4名が訪問。日本でも数少ないマタギ文化が

継承されているこの土地で、山での熊撃ちに同行して見学

し、その命をいただく体験を通じて地元の人々と交流した。 

2024.12.6–7

白馬インターナショナルスクールを訪問 

長野県白馬村でサステナビリティ教育を実践する白馬

インターナショナルスクールを受講生と教員らが訪問。

生徒のプロジェクト発表を聞き、 “How can we help

people and the planet flourish?” をテーマに

議論するなど、学校や地域との交流を行った。 

2025.2.8–9

一般財団法人TOKYO FOOD INSTITUTE主催

Future Food Innovation Workshop 2024 

４年つづけて受講生が参加。 今回は 「リジェネレー

ション」 をテーマに、他大学の学生と合同チームで

新商品のアイデアを考えた。グランプリとなった

アイデアについては、商品化に向けた開発へ進む。

2024.5.17

トークイベント ：マタギの里山で学生がみた食・人・自然 in 山形県大鳥地域

 – 映画 『プロミスト・ランド』 に寄せて （YOIHI PROJECTとの共同企画） 

 オープニング - 映画 『プロミスト・ランド』 紹介ムービーを上映  / - 学生の現地訪問の様子を紹介

 パート１ | パネルディスカッション 「体験を通じて感じた 『人と自然との共生』 」

  飯島 将史 氏 （映画 『プロミスト・ランド』脚本・監督）

  田口 比呂貴 氏 （猟師（山形県鶴岡市大鳥地域在住）/ 映画 『プロミスト・ランド』 マタギ監修）

  津旨 まい （OEGs4期生）、 志賀 智寛 （OEGs5期生）、 中川 俊明 （OEGs6期生）、 田中 美羽 （GLE２期生）

 パート２ | 特別対談 「映画と自然科学のコラボレーションの可能性」

  原田 満生 氏 （YOIHI PROJECT代表・美術監督）

  五十嵐 圭日子 （東京大学大学院農学生命科学研究科 教授）

山形県大鳥地域を訪問しマタギ同行体験に参加した学生4名と現地の猟師、映画 『プロミスト・ランド』 の飯島将史監督とのパネルディスカッションを行った。 

2024.7.31

One Earth Guardians 育成プログラム 公開シンポジウム2024

人と地球のwell-beingを叶える新たな産業とは − 微細藻類を基点に 

 講演１ | サーキュラーバイオエコノミーの本質：

  ネイチャーポジティブとウェルビーイングの共存する未来

  五十嵐 圭日子 （東京大学大学院農学生命科学研究科 教授）

 講演２ | Well-beingにまつわる国内外の動向

  石川 善樹 氏 （公益財団法人 Well-being for Planet Earth 代表理事）

 講演３ | 生物の力で、光合成を基点とした産業構造を組み上げる

  藤田 朋宏 氏 （ちとせグループ Founder & CEO）

 パネルディスカッション | 人と地球のwell-beingを叶える新たな産業とは

 　 パネリスト：講演登壇者

 　 ファシリテーター： 中西 もも （東京大学 OEGs育成機構 准教授）

アーカイブ動画をOEGs公式YouTubeでご覧いただけます。 

2024.7.17

第14回 LUC Lecture

Way-ing of Life：人間の再定義 

 中島 隆博 氏 （東京大学 東洋文化研究所 教授）

 高橋 伸一郎 （東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授）

この地球上で、他の生物と一緒に人間はどのように生きていったらよいのか、人間が 「道」

を得て変容するプロセス （Way-ing） の可能性を考えた。両講師の講演に続き、会場参加

者がグループワークを行った。　＊P4NEXT（東洋文化研究所）との共催 

2024.11.27

第15回 LUC Lecture

ネイチャーポジティブとスピリチュアリティ 〜自然に対する価値観を問い直す〜 

 奇二 正彦 氏 （立教大学スポーツウエルネス学部 准教授）

人間と自然のつながりや、人の幸福・生きがいを考える上で

重要な概念だとされているスピリチュアリティに関する研究

や、研究に至るまでの人生の選択についてお話しいただいた。

＊Good Life on Earth｜BUMP #5との合同開催 

2024.8.21

One Earthology Seminar 2024

虫と共に生きる惑星（ほし） 1st round

「“家畜”になった虫 ー昆虫の福祉に

　向き合う」

 コーディネーター ： 水野 壮 氏

   （NPO法人食用昆虫科学研究会 副理事長）

 企画・運営学生 ： 名嘉 陽奈、近本 理紗子

昆虫食の普及が進み昆虫の福祉が問題になった未来での食用

昆虫のウェルフェアを考え、家畜である昆虫とヒトとの関係性に

思いをめぐらせた。  

2024.11.6

One Earthology Seminar 2024

虫と共に生きる惑星（ほし） 2nd round

「もし昆虫食との出会いが違っていたら？」

 コーディネーター ： 水野 壮 氏

   （NPO法人食用昆虫科学研究会 副理事長）

 企画・運営学生 ： 名嘉 陽奈、近本 理紗子

昆虫が食材の一つとして当たり前になっている未来の社会の姿や、

昆虫に対する眼差しなどを考えた。 

2024.9.18

One Earthology Seminar 2024

100年後のいのちを見つめる 1st round

「他の生物の作る“臓器”を得て生きる人

   － 『異種移植』 のその先に」

 コーディネーター ： 岩崎 茜

   （東京大学 OEGs育成機構 助教）

 企画・運営学生 ： 坂本 堅藏

異種移植の技術が進歩した

未来でドナーブタの“ヒト化”

が進むなか、社会的・倫理的に

何が問題になりうるのかを

議論した。  

2024.12.18

One Earthology Seminar 2024

100年後のいのちを見つめる 2nd round

「自然の機能をテクノロジーで置き換えていくその先に」

 コーディネーター： 岩崎 茜 （東京大学 OEGs育成機構 助教）

 企画・運営学生： 坂本 堅藏、常陰 崇生

自然から得ていた様々な機能をテクノロ

ジーで代替・効率化した未来での生活や、

他の生命に囲まれて生きていることの

意味を考えた。   




